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3-3-6　外国船の出現と天保の改革

異国船打払令

＊毛利家文庫　28防寇5

「異国船事　公儀御書付控」

この資料には，1714（正徳

4）年から1855（安政2）年

までの，異国船に関する幕府

の法令が書きとめられていま

す。

解　説

左の写真は，1825（文政8）年に出された「異国船打払令」

の最後の部分です。諸大名に日本の海岸に近づく外国船を全て

打ち払うことを命じたもので，傍線の部分に「二念無く打払を

心がけ」とあることから，「無二念打払令」ともよばれます。

19世紀初頭から，ロシアの略奪行為やイギリス船の長崎港不法

侵入（フェートン号事件）などがあり，強硬措置に転じたもの

です。

しかしその後，1837（天保8）年に日本人の漂流民を送還する

ため来航したアメリカの商船にも，この打払令にしたがって砲

撃を加えた（モリソン号事件）ため批判が高まり，後に「蛮社

の獄」をひきおこすことになります。

＊同資料の「天保の薪水給与令」の

部分。1842（天保13）年，アヘン戦

争でイギリスの実力を痛感した幕府

は，遭難漂着した外国船への食物や

薪水の給与を認めました。
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